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     CLINICAL AND STATISTICAL STUDIES ON MALE 

 INFERTILITY AND FOLLOW-UP STUDIES FOR PREGNANCY (II) 
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   Clinical and statistical studies were carried out on 369 infertile male patients who are 
increasing year by year visiting our clinic during the 3 years from January 1978 to Decem-
ber 1980. If divided into 5-year age groups, the highest frequency occurred in the 30 to 34 

year-old age group. 
   In the semen analysis, 23.8% of the patients showed azoospermia, and  48.  5% oligozo-

ospermia; the testicular volumes of these patients was generally small. Pathological 
examinations of their testis revealed germinal cell aplasia or hypospermatogenesis. In the 
hormonal examinations performed, serum LH and FSH levels in azoospermic and oligo-

zoospermic patients showed a tendency to be higher than normal. 
   Follow-up studies for pregnancy were performed on 242 cases. Among the 108 cases 

which we were able to study, 30 cases were able to give successful pregnancy, 17 of whom 
had been treated by clomiphene citrate, 2 by testosterone-clomiphene therapy, and 11 were 
untreated. 

Key  words  : Male infertility, Clinical and statistical studies

緒 言

1973年1月 ～1977年12月 までの5年 間に山口大学

医学部泌尿器科外来を受診 した224例 の男子不妊患者

について統計的観察と151例 のアンケー ト方式による

追跡予後調査を実施し,す でに報告をしたD.こ のた

び,そ の後1978年1月 から1980年12月 までの3年 間に

ついて同様の検討をおこなっ1こので,こ れらの結果を

報告する.

臨 床 統 計

1)男 子 不妊 主訴 患者 年度別 来院数(Table1)

1978年 ～1980年 までの3年 間に来院した男子不妊を

主訴 とする延患者数は369例 で,こ れは男子患者総数

3151例 のll.7%に あた り,延 患者数の男子外来患老数

に対する割合は,前 回報告5年 間に224例,4,7%に

比べ増加 している,

2)初 診患者年齢分布(Table2)
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Table1.

2号 1984年

Incidenceofinfertility

Year

Totalmaleinfe「tilepatients

{fi「st.V置sitpat置ents,

Totalmaleeut-patients %

1978

1979

1980

110

120

139

(eo)

{74}

`77}

lO〔JZ

1026

1118

10.9

11.7

12.4

Total 369 (231) 3151 11.7

Table2.Agedistributionofinfertilepatients(atfirstvisit)

Agegroups Normal Oligospermia Azospermia Unkewn Tetal{%}

20-24

25・29

30-34

35-39

⑳ 一44

45-49

50一

1

16

29

2

2

0

0

4

47

42

15

2

1

1

2

21

9

0

0

0

1

4

6

3

0

0

0

8

88

100

29

4

1

1

{3.5)

(38.1)

〔43.3}

(12.6}

{1.7}

{0.4)

{0.4)

Total 50 112 55 14 231

18.(%

40
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Table3。Relatedcondition(atfirstvisit)

Year 1978 1979 1980 Tota1

KIinefelterワ5

4 3 0 7
syndrome

HypOgonadotropic

2 0 0 2
hypogonadism

Pituitaryturnor 0 1 0 1

A6・XXmale

0 0 1 1
syndrome?

Table4.Testicularvolumeofinfertilepatientsatfirstvisit

TesticularNormal
volume{ml}

Oligospermia Azospermia UnKnown Total

>12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

ユ

Aヒrophic

Unknown

45

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

3

78

0

8

3

2

0

4

0

3

2

0

0

5

7

13

0

8

1

7

0

5

3

4

5

5

!

2

1

7

0

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

4

143

0

19

4

10

0

9

3

7

7

6

1

7

初 診 患 者231例 を精 子 数 に よ り,正 常40×106/ml

以 上,乏 精 子 症1～40×106/ml未 満,無 精 子 症oと

して 分 類 し,そ の年 齢 分布 を示 した.全 体 で 見 る と22

歳 か ら51歳 の 間 に分 布 して お り,も っ と も多 い の が30

歳 か ら34歳 の 間 の100例(43.3%)で,こ れ を 中 心 に

漸 増 漸 減 して い る.ま た,初 診患 者 のll2例(48.5%)

は 乏 精 子 症 で,し か も,こ の うち20x106/ml未 満 は

72例(64.3%)で 障害 の強 い も の を多 く認 め た.な お

無 精子 症 は55例(23.8%)で あ っ た.

3)外 来初診時における不妊期間(Fig.1)

不妊期間の分布は6ヵ 月から最高20年 間であるが,

3年 以上4年 未満が43例(18.6%)で もっとも多 く,

3年 以上6年 未満で106例(45.9%)と 約半数を占め

ている.

4)不 妊主訴患老に発見された他疾患(Table3)

不妊を主訴として受診し,そ の際発見された他の疾

患の例数を示 しているが,Klinefelter症 候群が7例

ともっとも多かった.
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Table5. Pasthistoryofinfertilepatients(atfirstvisit)

NormalOligosperrniaAzospermiaUnknOwn Total

Mumps

lnguinalherniation

Trauma

Retentiotes舗s

U「eth「iヒis

Highfiver

HydroceietestTs

Hematospe「mia

Epididymitis

Radianヒray

Chemicalagent

Physicaleffects

8

3

0

0

0

0

1

0

1

1

3

0

10

4

2

0

1

1

0

1

0

3

!2

0

7

5

3

3

1

3

1

0

0

2

1

2

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

28

13

5

3

2

4

2

1

1

6

16

2

5)睾 丸 容 量(Table4)

当科 に て考 案 作製 したOrchidometer2)に よ って

計 測 した 睾 丸 容 量 は,11m1未 満3)の もの が,精 子 数

正 常 群 で2例,乏 精 子 症 群 で は50例(44.6%),無 精

子 症 群 では41例(74.5%o)に 見 られ,造 精機 能 障 害

の程 度 とよ く相 関 した.

6)精 子一pe動率(Fig.2)

精 子 運 動 率 で は,60%以 上 を正 常4)と す る と,正 常

精 子 数50例 の うち,正 常 運 動 率 の もの は7例(14.0

%o)し か な く,43例(86.O%)は 正 常 以下 で あ った.

この こ とに よ り,精 子数 のみ な らず 精 子運 動 率 も妊 娠

の重 要 な成 立 因 子 で あ るこ とが 再 確 認 され た.

7)既 往 歴(Table5)

男 子 不 妊 症 患者 の既 往 歴 で は,耳 下 腺 炎 が28例 と も

っ と も多 く,つ ぎに 鼠 径 ヘ ル ニア13例 で あ っ た.化 学

物 質 曝 露 に よ る もの16例 あ っ た が,内 容 は シ ク ロヘ キ

サ ン,シ ンナ ー.ガ ソ リソな どで あ った.し か し,不

妊 症 と の因 果 関 係 は 不 明 な もの が 多 い.

8)睾 丸 組 織 像(Table6)

睾 丸 生 検 を79例(34.2%)に 実 施 した.乏 精 子 症 で

はhypospermatogenesisが 多 く,無 精 子 症 で は ,

germcellaplasiaが もっ と も多か った.

9)精 嚢 腺 造 影(Table7)

精嚢 腺 造 影 を78例(33.5%)に 実 施 した.53例 に 異

常 所 見 を認 め なか った が,発 育 不 全9例,嚢 胞 状 拡 張

ll例,閉 塞5例 を認 め た,
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Table6.Pathologicaldiagnosisandspermcount

Spermcount NormalOligospermia AzospermiaUnknownTotal

Normal 0 4 3 0 7

Hypospermat㎎enesis 1 24 15 2 42

SpermatOgeniCarrest 0 0 4 0 4

Germcellaplasia 0 2 23 1 26

Total 2 36 37 3 79

Table7.Roentogenologicalfinding

Spe「mcount Normal Oligospermia Azospermia Unknown Total

Normal 2 24 2 53

Underdevelopment 0 5 3 1 9

Cysticformation 0 4 1 0 5

Dilatation 0 2 4 0 6

Obst「uction 0 0 5 0 5

丁otal 2 36 37 3 78

lO)テ ス トス テ ロ ンと ゴナ ド トロ ピ ン(Fig.3～5)

男 子 不妊 患 者136例 の 血 清 テス トス テ ロン濃 度,

LH濃 度,FSH濃 度 を測 定 した5).血 清 テス トス テ

ロン濃 度 は,無 精 子 症 群,乏 精 子 症 群,正 常 精 子 数 群

と も 平 均値 に 有 意 の差 は 認 め ら れ な か った.血 清

LH濃 度 で は,無 精 子 症 が 他 の も の よ り高 い傾 向 を

示 した.血 清FSH濃 度 は,無 精子 症 で は広 い 分布

域 を示 し,概 し て高 濃 度 を と る傾 向 を 示 した.

11)ホ ル モ ン療 法(Table8)

当科 外 来 では,Clomiphene療 法5,7)Testosterone

rebound療 法8-13),Testosteroneclomiphene療

法14)が お こな わ れ て い るが,1978年 か ら1980年 の3

年 間 に 受 診 した 全初 診 患 老 では,Clomiphene療 法 が,

93例(40.3%)と も っ と も多 く実 施 され て い る.

追跡予後調査

1978年 か ら1980年 まで の3年 間 に 当科 不 妊 外 来 を 受

診 した 全 患 者242例 に対 して,ア ンケ ー ト方 式 に よる

追 跡 予 後 調 査 を お こな った.そ の うち 返 答 の あ った

108例 の み に つ い て こ こで取 り扱 う.108例 の うち 妊 娠

を 認 め た もの が30例(27.8%)あ り,Clom三phene

療 法 を 受 け た60例 の うち17例 に,Testosteroneclo-

miphene療 法13例 の うち2例 に 妊 娠 を認 め た.な お,

加 療 しな か った29例 の うち11例 に 妊 娠 を 認 め た の は,
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一の般に,精 液所見良好の上に,不 妊外来における生活

指導のためとも考えられる.

考 察

男子 不 妊 症 は近 年 増 加 傾 向に あ り1・15・16)将来 も増 加

す る も の と推 測 され る.近 年,男 子 不 妊 症 に 対 す る患

者 の認 識 が 高 ま り,内 分 泌 学 的 検 査,睾 丸 生 検,精 嚢

腺 造 影 な ど の検 査 が 以 前 よ り容 易 に お こな え る よ うに

な り,治 療 法 が 決 め や す くな って きた が,先 に も述 べ

た よ うに 造 精 機 能 障 害 に よ る もの が も っ と も多 い た め

に,治 療 の中 心 は 薬 物 療 法 とな って い る.し か し,現

在 の とこ ろ,確 実 に 有 効 とい う薬物 療 法 は な く,当 科

で は,Clomiphene療 法6・7),Testosteronerebound

療 法8"13),Testosteroneclomiphene療 法14),を お

こな うい っぽ う,現 在,カ リ ク レ イ ン療 法17-20),

且CG-HMG療 法2t・22),な ど も検 討 中 で あ る・ また,
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Table8.Hormonaltherapyformaleinfertility

Rebound TeStOSte「ene-CIOm聾phenetherapy ClomiPhenecitrate Total

43 22 158Cases

18.6 9.5 ⑪ 。3 os。3%
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Table9.Follow-upstudiesforpregnancy

Reboundand

ClomiPhenecitrate ReboundNon-treated To匙al

clomiPhenecitrate

Pregnancy 17 2 0 ll 30cases

No-pregnanqy 43 11 6 18 78cases

疾病の性格上,治 療は一般に長 くかかるが,無 意味な

治療はいたずらにその期間を延ばすだけであるから,

われわれは病理組織学的に見て改善不可能と判断した

患老に対しては,AIDや 養子縁組について指導する

ようにしている.そ の結果,最 近当科ではAIDへ の

紹介患者が増えてきている.

精路通過障害に対 して,わ れわれは多大の関心を持

ってきたが,本 統計においても精路造影をおこなった

78例 のうち25例 になんらかの異常がみとめられる.こ

のように 精路通過障害を認めた場合,microsurgery

導入によるvaso-vaso-stomyを おこなっているが,

従来閉塞部位が長 くてvaso-vaso-stomyが お こなえ

なかった患者に対しても,最 近では,副 睾丸管を延長

する酒徳の方法23)を用いて再建手術が可能 となった.

その他の外科的治療としては,精 索静脈瘤合併患老

には高位結紮術24),鼠 径ヘルニア合併患者に対 しては

ヘルニア根治術,ま た片側停留睾丸のある不妊患者に

対 しては,原 則として除塞術を施行している.

また,予 後調査にて,Clomiphene療 法が 妊娠率

28.3%と 他 の療法に対して高かった.そ の理由は精液

所見が乏精子症のうちでも比較的良好な症例に施行さ

れているためと思われる.Rebound療 法,Testo-

steroneclomiphene療 法 の妊娠率が,0%,15.4

%と 低 いのは,精 液所見の悪い症例に施行されている

ためと思われるが,そ のような条件の悪い症例におい

て,2例 の妊娠例があるのは,注 目に値する.

結 語

山口大学医学部泌尿器科学教室における,1978年1

月から1980年12月 までの3年 間の男子不妊患者の統計

的観察と,妊 娠に関する追跡予後調査をおこなったの

で,若 干の考察を加えて報告した.現 在のところ,造

精機能障害を認める患老に対 して確実に有効な治療は

見あたらず,今 後より有効な治療法の確立が望まれる

ものである.

本稿 の要 旨は,1981年12月6日,第31回 日本泌尿器科学会

山口地 方会において報 告 した.
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